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第 5 章では，本手法の適用例として，本研究室で開発した円筒形 SRM の連成解析についての方
法とその結果を示している。ここでは、全ての固定子巻線及び回転子巻線間の相互インダクタンス
の影響と電源側への回生エネルギーの影響を考慮できるインバータを含む駆動システムのシミュレ
ーションモデルを構築して解析を行っている。その結果、電流波形はほぼ一致し、平均トルク特性
も計算誤差 10％以内で推定することが可能になった。さらに、短絡巻線に誘導される電流によるト
ルク特性改善の効果を理論的に裏付けることが出来た。このように、磁場－回路連成解析を用いる
ことにより，設計上十分な精度で，発生するトルクを検討できる事が示唆されている。 
 以上，本研究は，小型・超高速電動機システムに対し磁場－回路連成解析技術を構築し、この技
術が電動機システムに対する設計解析ツールとして利用できることを明らかにしている。この手法
はリニアモータを含む特殊あるいは汎用的な電動機に対しても適用可能なものである。 
 以上のように、本論文は、電気・電子・情報分野の発展に貢献すること大であり、博士（工学）
の学位に値するものと判断した。 
 
 
